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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・松尾　陸奥彦様～東病棟Dユニット号室に任意入院となる。

【転出】
・藤井　理代様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット26号室
・小笠原　つるゑ様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Aユニット124号室

【転入】
・大久保　すい様～西病棟Bユニット22号室→東病棟合併症室

【ユニット移動】
・下道　ユミ子様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・金沢　友昌様～八戸赤十字病院循環器科よりビソプロロールを2.5mg→0.625㎎へ減量するよう指示あり、持参薬は中止。ビソプロロール　0.625mg　2T 1×Mで処方する。夜間せん妄あり、ペロスピロン中止し、リスペリドン処方となる。

・今井　俊久様～面会にて兄様より入院継続の説得を試みるが、本人退院希望の意志が固く、主治医の許可にて、自宅への退院となる。

[bookmark: _GoBack]・池田　康憲様～アドナは４日分継続処方。心電図モニター、酸素療法、吸引指示あり。

・赤坂　フミヱ様～排便-5日目、本人希望にてグリセリン浣腸施行し、反応便確認。

・宮本　翔太様～退院希望日時について主治医へ報告し、許可あり。初外来は２週間後で調整の指示あり。11/6（水）11：30にて予約行い、家族へ連絡している。

・藪　真弓様～柞木田Dr.より処方頂き、指示のゼプリオン(150)１キット、右肩へ筋注施行。

・大久保　すい様～主治医指示にて心電図モニター装着している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。過度な飲水要求なく自室で書き物をしてすごされている。妄想言動なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前一時間、午後二時間ずつの開放観察実施。午前開放観察中にスタッフ付き添いにて入浴され、午後の開放観察は臥床し過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr.診察＞
・坂本　敏子様～臨時薬同内容にて、継続処方。

・松原　謙一様～アルツハイマー型認知症、パーキンソン病へ病名変更し、メネシット処方。他同内容にて継続処方。西か南へ転出許可あり。

・豊田　亨司様～血糖高値が続いている為、ジャヌビア増量し、臨時薬継続処方。

・今井　俊久様～ロラゼパム徐々に減量し、臨時薬継続処方。

＜入院患者様情報＞
  日　　時：令和6年10月18日　13：50
　氏　　名：松尾　陸奥彦（まつお　むつひこ）様
　生年月日：昭和36年2月6日（63歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　R6年７月六ヶ所村保健相談センター　保健師より過去に1度当院への入院歴がある（H20.7.21～H20.10.15。退院後は初外来で受診しているのみでその後の通院はなし。）ことや、本人が断酒意思を示す時もあることから当院に相談あるが、当時連続飲酒しており酩酊状態のため飲酒状態では診察が行えないことや、本人の断酒意思の正確な聴取ができないため、素面の状態で改めて治療意思の確認をしていただくよう案内している。同年10月再度、六ヶ所村保健相談センター　保健師より連絡あり。現在まで休肝日なく毎日飲酒している。飲酒量や種類について確認するも、「量とかじゃなくて、どろんと馬鹿になるまで飲んでる」と話しており、飲酒量は不明。ただ、ブラックアウトするまで連日飲酒している状況にあり、飲酒運転により車を複数台廃車としてしまったこと、警察介入を受ける等家族に迷惑をかけてしまっている事などと話している。自身では断酒が出来そうにもないため、入院したいと家族、本人より希望あり。改めてプログラムについて説明を行い、了承され当院でのアルコール依存症治療プログラム導入のため、東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。
